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１　はじめに

　ウインターオーバーシーディング（以下ＷＯＳ）

は，ゴルフ場やＪリーグのグラウンドといった競

技場を中心に普及してきた技術です。このような

背景から，言ってみれば，特殊な場所で，特別な

機械を使って管理を行わないとできない技術とい

う感をもたれています。しかし，今回この文中で

事例としてご紹介している２例は，私達にとって

はより身近な場所でのＷＯＳの利用例ですので，

ただ単にＷＯＳの事例としてだけでなく，新たな

考え方（発想）として参考になるのではないかと

思います。

　しかし，ＷＯＳを行うにあたって，その考え方

と技術的な基礎知識を認識することは必須ですの

で，そのポイントについて理解をしていただきた

いと思い，次項からご紹介しますので，参考にし

て頂ければ幸いです。

２　ウインターオーバーシーディングとは

　ＷＯＳは「冬期に葉が茶色に枯れてしまうノシ

バ，コウライシバのような暖地型の芝草が休眠す

る前の９～１０月頃に，寒地型の芝草を播種する技

術」です。そして翌年の４月以降は徐々に暖地型

芝草の生育を促進し梅雨～夏の時期には再びノシ

バやコウライシバの芝生とします。

　したがって，ＷＯＳは‘生育パターンの異なる

暖地型芝草と寒地型芝草のリレー栽培’ともいえ

ます。

３　ウインターオーバーシーディングのポイント

 　ＷＯＳは前述したように暖地型芝草と寒地型

芝草のリレー栽培です。暖地型芝草と寒地型芝草

は基本的に生育適温等の生育特性が全く異なり，

その特性を理解し，上手に利用することが成功さ

せる大きなポイントとなります。

１）　品種選定

　ＷＯＳに使用する寒地型芝草に望まれる特性

は，大きく下記の３点があげられます。

①発芽・初期生育が早い。

　播種期が９月中旬から１０月中又は下旬であり，

かつ，その後の年内の生育期間も１～１．５カ月の短

期間であることから播種した種子は速やかに発芽

し，その後の生育も早いことが必要です。

②春の暖地型芝草への移行（トランジッション）

が速やかである。

　４～５月は寒地型の芝草の生育が旺盛になる時

期です。しかし，暖地型芝草の萌芽時期でもあり

ますから，この時期の寒地型芝草の生育が余りに

も旺盛ですと暖地型芝草の萌芽を抑制することに

なり，その後の暖地型芝の密度が低くなってしま

うことにつながります。したがって，播種する寒

地型芝草は４月以降の生育が緩慢になり，かつ，

密度が低下する草種又は品種が望まれ，いかに適

正な管理をしたとしてもこのような特性を持ち合

わせないものを選定するとＷＯＳが成功しないこ

ともあります。

③芝質が良い。

　一般的に芝生としての評価は芝質によって決定

します。しかし，ＷＯＳに関しては前述の①，②

の特性をクリアした上で，芝質を問う事になり，

いくら芝質が良くても暖地型芝草の生育を阻害す

るような品種はＷＯＳには適さない事になりま

す。
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２）　品種特性

　以下に当社の研究農場で試験を行い，ＷＯＳに

適すると判断され，各地で好評を得ている品種に

ついて特性を記載します。

①アニュアルライグラス「フェアウェイ」

　「フェアウェイ」は発芽と初期生育が早く，春期

のトランジッションが速やかに行われ，暖地型芝

草の生育を阻害することはありません。ペレニア

ルライグラスに比較すると芝質は粗いものの，Ｗ

ＯＳを実施するには最も使いやすい品種です。

②ペレニアルライグラス「ビビットグリーン」

　現在販売されているペレニアルライグラスの品

種のほとんどは耐暑性，耐病性が強く，越夏性に

優れる品種が多くなっています。このような品種

をＷＯＳに使用した場合にはトランジッションが

スムーズに行われず，暖地型芝草の生育に大きな

ダメージを与えるのは必至です。しかしペレニア

ルライグラスは芝質が良い点から近年のＷＯＳで

多く利用される草種でもあります。

　「ビビットグリーン」はペレニアルライグラスの

中では耐暑性に劣り，４月以降の密度低下も他の

品種に比較すると速やかに進む特性をもつことか

ら，暖地型芝草の生育への影響の少ないＷＯＳ専

用のペレニアルライグラスといえます。

③ペレニアルライグラス「スリークォーター」

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （新品種）

　「ビビットグリーン」と同様にトランジッション

性に優れるＷＯＳ専用のペレニアルライグラスで

あり，「ビビットグリーン」より葉色の濃い，より

見栄えのするタイプです。

　’０２年秋から本格販売を予定。

④チューイングフェスク「バークラウン」

　「バークラウン」の葉は非常に細く，低刈り適性

に優れる品種です。繊細な芝生を形成することか

ら，単播の他ペレニアルライグラスとの混播でも

利用できます。

⑤イタリアンライグラス「ハナミワセ」

　本品種は牧草用として開発された品種ですので

極端な低刈りを要求する場面での利用はできませ

ん。しかし，発芽が早く，かつ，春期のトランジッ

ションが非常に早い特性を持ちます。現在は主に

競馬場（中山，東京，中京　等）で使用されてい

ます。

⑥ペレニアルライグラス「ＡＰＭ」「アクセント」

　「ＡＰＭ」「アクセント」は耐病性，越夏性に優

れる品種ですから，トランジッションを行うＷＯ

Ｓでの使用は控えます。しかし，ＷＯＳを行いな

がら暖地型芝草から寒地型芝草に草種を切り替え

る目的の場合やゴルフ場のティグラウンドやグ

リーンのような低刈りを要求する場面，又は場所

によっては「ビビットグリーン」「スリークォー

ター」と混播し，葉色を濃くし，かつ，より緩や

かにトランジッションを行いたい場合に適する品

種です。低刈りを要求する場面では「バークラウ

ン」との混播も可能です。

３）　草種，品種の実際の使用方法

　各草種，品種の特性を十分理解した上で，フロー

チャート（図１参照）に示したようなＷＯＳの目
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的と実際の播種場面に応じてどの品種を播種する

かを決めます。さらに前述したように品種によっ

て各々特徴があることから，その目的を達成する

ためには単播と合わせて混播も念頭に置いた設計

を組むことも必要です。

４）　オーバーシード前の施肥と更新作業

　ＷＯＳは生育中の暖地型芝草の上に，新たに寒

地型芝草の‘タネ’を播種することから，播種時

に暖地型芝草の生育を抑制することが必要です。

具体的な耕種的な手法としては，

　①ＷＯＳの予定日の約１カ月前から暖地型芝草

への追肥を止める。

　②播種前には通常の刈高より低めに刈り，暖地

型芝草の再生力を弱める。

　③バーチカルカット等によって暖地型芝草の芝

の密度（芽数）を減らす，等の方法がありま

す。

５）　オーバーシード後の施肥

　通常の播種作業では種子を播く前に基肥として

施肥を行いますが，ＷＯＳは暖地型芝の中に種子

を播くことから，基肥として肥料を施用すると暖

地型芝草の生育を促進し，寒地型芝草の発芽や生

育を抑制することがあります。したがって，ＷＯ

Ｓの場合には寒地型芝草の発芽が確認された時点

から追肥を始めます。追肥量は窒素成分量で２～

３ｇ／�・回（例：窒素含有量が１０％の肥料の場

合，２０～３０ｇ／�）を目安にします。ただし，１

回目の追肥をする時期は，年次によっては気温が

高く，暖地型芝草の生育が旺盛な場合もあります

ので，そのような場合には追肥をやや遅らせるこ

とも必要です。その後は１２月までの短かい期間で

十分な芝生を形成させるために，肥料欠乏になら

ないように配慮した施肥管理をします。

６）　春期のトランジッション

　春期の寒地型芝草から暖地型芝草へ切り替える

時期の管理のポイントは，早春の追肥は極力控え

寒地型芝草の生育を抑制することがあげられま

す。やむを得ず追肥をしなければならない場合に

は液肥等の速効性の肥料を少量使用し，遅くても

３月中に施肥を終わらせます。遅い時期の追肥は

寒地型芝草の生育を促進し，結果的に暖地型芝草

の萌芽を抑制してしまいます。また，この時期に

は肥料の抑制とあわせて，低刈りを行い再生力を

抑えて寒地型芝草の密度を低下させるとともに，

暖地型芝草の萌芽と生育を促します。また，浅い

バーチカルカットやコアリング等の更新作業も有

効です。

７）　ベース芝となる暖地型芝草

　ＷＯＳをする際のベースとなる芝の種類も重要

です。ベース芝として必要とされる特性としては，

夏季の生育が旺盛であることはもちろんですが，

春の萌芽やその後の再生力が旺盛な事も必要で

す。現在家庭や公園等で主に使用されているノシ

バ，コウライシバは春の萌芽や再生力がやや遅い

ことから，ＷＯＳを前提にした場合に，関東以西

の暖地では再生力に優れる栄養繁殖性のティフト

ン芝や種子系バミューダグラスの「サンデビルⅡ」

「ジャックポット」の使用をおすすめします。

４　使用事例

　ＷＯＳはゴルフ場やサッカー場を中心に普及し

ている緑化技術です。しかし，近年の緑化場面の

多面化に伴って，家庭芝を始め，屋上での緑化場

面や公園，学校の校庭等での利用に対する要望や

問い合わせが増えつつあります。

　一例として，鹿児島県の「健康の森公園」（鹿児

島市）では，通常冬期間に褐色に枯れる花壇周辺

のノシバにＷＯＳを行うことによって，草花をよ

り際立たせるとともに，冬期間にも芝生が緑であ

ることから，来場する方々に好評を得ています（写

真１～３参照）。

写真１　「健康の森公園」花壇の中心のＷＯＳ
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　また，「グローバルアリーナ」（福岡県宗像市。

天然芝グラウンドと体育館や屋内練習場に宿泊所

を併設した総合施設）においては，グラウンドは

基より，宿泊施設周辺の芝生の緑地帯もＷＯＳを

しており，利用者の憩いの場ともなっています（写

真４～５参照）。

　このように，ゴルフ場やＪリーグ等のサッカー

場以外で，一般の方々が直接芝生に触れることが

できる場所でＷＯＳをすることによって，その施

設の特徴づけができ，あわせて‘芝生’に対する

関心が寄せられるものと思われます。

５　おわりに

　ウインターオーバーシーディングは冬期間‘緑

の芝生’の上でスポーツを行ったり，くつろいだ

りすることができ，また美観も優れます。それだ

けでなく，上手にウインターオーバーシーディン

グの技術を利用すれば冬期間の芝生を保護し，結

果的にベースとなっている暖地型芝草の使用（生

存）年数を長くすることにもつながります。

　今回文中で御紹介したウインターオーバーシー

ディングの事例は，今までに報告が少ない試みで

あり，新しい考え方でもあります。

　ウインターオーバーシーディングに限らず，緑

花場面においては，適品種の利用と適切な管理技

術で，今後なお一層‘緑の空間’が増えることを

期待して止みません。

写真２　「健康の森公園」花壇の下部をＷＯＳ

　　　　上部は休眠中の野芝 写真４　「グローバルアリーナ」宿泊施設の中庭をＷＯＳ

写真３　「健康の森公園」桜島を望む

写真５　「グローバルアリーナ」ラグビー・サッカー場の

ＷＯＳ


